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観測された変化︓+1.06℃
⼈間活動の寄与︓+1.07℃
(2010-2019年まで)
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⻄暦1年からの気温変化

最近の世界の気温上昇は
過去数千年間で前例が無い

「ホッケースティック」



(IPCC WGI AR6 Figure SPM.3aより)

観測された極端な⾼温の地域ごとの評価



50年に⼀度の暑い⽇

(IPCC WGI AR6 Figure SPM.6より)

産業⾰命前に⽐べて
現在（〜1℃温暖化）
4.8倍
1.5℃温暖化で
8.6倍
2℃温暖化で
13.9倍
の頻度



世界のCO2排出量 (GtCO2/年)

(IPCC WGI AR6 Figure SPM.4aより)

2015 2050 2100

⾮常に⾼い（最悪）

⾼い（対策が後退︖）

中間（現状ペース︖）
低い（2℃を⽬指す）
⾮常に低い
（1.5℃を⽬指す）

IPCCの5つのシナリオ



世界平均気温の変化

2021 2040

世界平均気温の変化⾒通し

⾮常に⾼い
⾼い

中間
低い
⾮常に低い

2021~2040の平均が1.5℃を
超える可能性が~50%かそれ以上

(IPCC WGI AR6 Figure SPM.8aより)



この知⾒をどう活かすか︖

1. 物理リスクへの適応
•国内の災害だけでなく、サプライチェーン、地政
学リスクを含む
•WG2報告書（来年2⽉公表）にも注⽬

2. 脱炭素への移⾏
•脱炭素の必要性、スピードを理解
•WG3報告書（来年3⽉公表）にも注⽬

3. ⼈類の課題として直視
•企業のpurposeの前提に︕


